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新
し
い
年
を
迎
え
、
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
酉と

り

年
。
一
層
の
飛
翔
の

年
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
昨
年
４
月
、
同
窓
会
長
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
改
め
て
同

窓
会
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

６
月
の
総
会
は
担
当
の
高
校
39

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方

に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご

支
援
を
た
ま
わ
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
本
年
は
創
立
90
周
年
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人
材
育
成
へ
節
目
の
年
に

　
校
長
　
松
尾
　
圭
子

一
層
の
飛
翔
の
酉
年
に

会
長
　
生
田
　
征
生
（
高
15
）

回
生
の
皆
さ
ん
の
尽
力
で
千
人
も

の
会
員
が
参
加
す
る
盛
大
で
和
や

か
な
会
と
な
り
、
会
場
で
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
を
熊
本
、
大
分
両
支

部
に
送
り
ま
し
た
。

　

基
幹
支
部
の
活
動
も
非
常
に
活

発
で
、
10
月
の
関
西
支
部
、
11
月

の
首
都
圏
支
部
、
い
ず
れ
も
過
去

最
多
級
の
会
員
参
加
で
し
た
。
お

互
い
の
、
元
気
な
姿
に
会
え
た
喜

び
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

年
次
や
職
域
で
の
定
時
集
会
な

ど
も
活
発
に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
着
実
な
活
動
は
支
部
役

員
、
学
年
幹
事
の
ほ
か
皆
様
の
ご

を
祝
う
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
23
日
の
記
念
式
典
で
は
、
89

年
の
時
を
経
て
も
受
け
継
が
れ
て

き
た
、
筑
紫
丘
の
大
ら
か
で
多
様

性
を
受
け
入
れ
る
懐
の
深
い
校
風

を
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
、
そ
し
て
変
化
の
激
し
い
時

代
に
あ
っ
て
も
た
く
ま
し
く
自
分

ら
し
く
生
き
抜
い
て
行
く
こ
と
が

で
き
る
、
世
界
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
決
意
を

新
た
に
す
る
機
会
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
は
同
窓
会
総
会
を
は
じ
め
、

関
西
支
部
及
び
首
都
圏
同
窓
会
、

そ
し
て
丘
女
会
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
老
朽
化

し
た
校
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
て
、

生
徒
が
快
適
に
学
習
や
部
活
動
に

集
中
で
き
る
校
舎
プ
ラ
ン
を
同
窓

会
の
皆
様
方
を
中
心
と
し
た
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ

を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
7
月
に
は
、

生
田
同
窓
会
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る

「
校
舎
全
面
改
築
促
進
期
成
会
」

は
県
知
事
と
教
育
長
に
要
望
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
創
立
90
周
年
記
念
行
事

の
遂
行
、
創
立
１
０
０
周
年
を
視

尽
力
の
お
か
げ
だ
と
役
員
一
同
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
女
性

会
員
の
丘
女
会
の
活
動
で
も
有
意

義
な
講
演
、
公
演
に
多
く
の
参
加

者
が
感
動
の
面
持
ち
で
し
た
。
母

校
の
発
展
は
最
難
関
校
へ
の
合
格

も
多
く
、
目
を
見
張
る
ば
か
り
で

す
。

　

今
年
は
創
立
90
周
年
で
す
。
同

窓
会
で
も
在
校
生
の
教
育
環
境
の

整
備
充
実
の
た
め
に
母
校
と
協
議

野
に
入
れ
た
校
舎
改
築
の
推
進
、

教
育
活
動
の
更
な
る
充
実
に
全
力

を
注
ぐ
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

多
感
な
高
校
時
代
に
丘
の
上
で

濃
密
な
3
年
間
を
過
ご
し
た
同
級

生
や
先
輩･

後
輩
の
つ
な
が
り
は

世
代
を
超
え
た
結
束
力
が
あ
り
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
大
き
な
財
産

と
な
り
ま
す
。
本
校
の
更
な
る
発

展
に
向
け
て
、
本
年
も
ご
支
援
、

ご
協
力
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　入学して間もない１年生からも、パソコン室のコンピュータと向き合いながら頑
張ってくれた２年生からも、そして毎日忙しい３年生からも、将来の筑紫丘に想い
をはせる力作が集まり、約４５０もの応募作品の中から選考できましたことに、まず
は感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
　選ばれたのは、ロゴマークが２年４組・谷口由乃佳さんの作品、キャッチフレー
ズが英語科教諭・永留美香先生の作品です。
　谷口さんのロゴマークには、いくつかの円が重なり合って描かれています。これ
には、リーダーシップを発揮してみなを引っ張っていく筑高生と、それを陰で支える
筑高生の協力と調和の意味が込められています。筑紫丘はこの創造の歴史を脈々
と９０年積み重ね、その９０という数字が筑高生のつながりのごとく、ロゴマークの
中に見事なバランスで描かれています。筑高の輪がこれからもさらに大きく広がって
いくようにという希望のロゴマークです。
　一方、永留先生のキャッチフレーズは校歌に由来します。「丘の上に」という校
歌の歌詞から「On the hill」のフレーズが浮かび、それと韻を踏むように「On 
the go」というフレーズが浮かんだということです。これは活動的に動き回っている
様を表す英語のイディオムで、丘の上で筑高生・職員がみな生き生きと活動してい
る様子が目に浮かんできます。
　ロゴマーク・キャッチフレーズが決定し、いよいよ９０周年です。

（本校英語科教諭　高32　福田晶子）

年
頭
あ
い
さ
つ

いよいよ創立９０周年
ロゴマーク・キャッチフレーズ決定！

　

平
成
28
年
３
月
に
学
校
・

P
T
A
・
同
窓
会
の
３
者
で
組
織

さ
れ
た
「
創
立
90
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
」
は
、
記
念
式
典
・

総
務
・
財
務
の
各
委
員
会
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
計
画
の
作

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
と
し
て
、
９
月
23
日

の
記
念
式
典
開
催
、
90
周
年
記
念

誌
の
発
行
、
記
念
講
演
会
の
開
催
、

部
活
動
記
念
試
合
の
実
施
、
生
徒

海
外
研
修
の
実
施
、
教
育
環
境
の

整
備
（
生
徒
用
ロ
ッ
カ
ー
の
更
新
、

I
C
T
機
器
の
整
備
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
遂
行
の
た
め
に
P
T
A
と

同
窓
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
千
万
円

を
負
担
し
ま
す
。

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
４
月
、

学
制
改
革
に
よ
り
、
福
岡
県
筑
紫

中
学
校
は
新
制
福
岡
県
立
筑
紫
高

等
学
校
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
新
し
い
校

章
が
必
要
と
な
り
、
在
校
生
か
ら

公
募
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

時
選
ば
れ
た
の
が
現
在
の
校
章
で

あ
る
。
高
校
２
回
生
の
船
越
進
氏

の
作
品
で
あ
る
。
同
年
１
月
25
日

の
職
員
会
議
で
決
定
さ
れ
、
４
月

か
ら
使
用
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
由
来
は
、
筑
紫
の
名
の
起

９
月
23
日
に
記
念
式
典

多
彩
な
90
周
年
事
業

現
在
の
校
章
も

在
校
生
公
募

源
と
伝
え
ら
れ
る
筑
紫
神
社
（
祭

神
は
白
日
別
神
、
筑
紫
野
市
原

田
）
の
神
紋
・
角
立
四
目
結
（
か

ど
た
て
よ
つ
め
ゆ
い
）
＝
図
１
＝

に
、
学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公

を
ま
つ
る
太
宰
府
天
満
宮
の
紋
章

で
あ
る
「
梅
紋
」
＝
図
２
＝
を
重

ね
て
、そ
の
中
に
篆て

ん

書
体
の「
高
」

字
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
＝
図
３
。

　

校
旗
は
昭
和
28
（
１
９
５
３
）

年
６
月
９
日
に
制
定
さ
れ
、
初
代

校
旗
は
平
成
６
年
３
月
ま
で
41
年

間
使
用
さ
れ
た
。
下
地
の
色
、
真

紅
は
中
学
校
々
旗
の
色
を
継
承
し

た
も
の
で
あ
る
。
校
旗
は
現
在
、

記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
高
17　

松
崎
芳
之
）

し
、
積
立
金
を
活
用
い
た
し
ま
す
。

　

懸
案
の
老
朽
校
舎
対
策
は
、
門

司
前
会
長
の
時
に
設
置
し
た
「
校

舎
全
面
改
築
促
進
期
成
会
」
の
新

会
長
と
し
て
７
月
26
日
、
知
事
・

教
育
長
に
お
会
い
し
、
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
１
年
半
か
け
て
作

成
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示

し
て
早
期
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
「
財
政
は
厳
し
い
が
、

筑
紫
丘
高
校
の
整
備
は
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
も
踏
ま
え
検
討
努
力
し

た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
実
現
に
向
け
、
関
係

者
の
力
を
結
集
し
て
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
役
員・
常
任
幹
事
一
同
、

同
窓
会
並
び
に
母
校
の
発
展
の
た

め
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
一

層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

図１図２図３
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参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
定
期
総
会
が
よ
り

盛
会
と
な
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
同
窓
会
定
期
総
会

が
、39
回
生
に
よ
る
企
画
、準
備
を

経
て
6
月
4
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
博
多
で
、
千
人
規
模
の

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
総
会
で
田
中
渉

実
行
委
員
長
（
高
39
）
か
ら
総
会

当
番
会
の
襷
（
た
す
き
）
を
受
け

継
ぎ
、
開
催
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

日
々
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

今
年
は
母
校
の
創
立
90
周
年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
が
お
越
し
い

「
楽
し
か
よ
！
丘
の
絆
」

平
成
29
年
度
総
会
実
行
委
員
長　

来
嶋 

一
道
（
高
40
）

た
だ
き
、
楽
し
か
っ
た
と
思
え
る

総
会
に
な
る
よ
う
、
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
定
期
総
会
は
6

月
３
日
（
土
）
午
後
５
時
半
か
ら

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
４

階
鶴
の
間
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
丘
絆
守
護

（
お
か
の
き
ず
な　

い
ざ
ま
も
ら

ん
）」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
高
校
時
代
に
と
も
に
学
ん
だ

つ
な
が
り
は
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
つ
く
ら
れ

た
同
窓
生
の
つ
な
が
り
を
、
丘
の

絆
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
す
。
ま
た
「
～
楽

し
か
よ
�
そ
う
か
い
�
90
周
年
�

～
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
揚
げ
て
お

り
ま
す
。
毎
年
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ま
は
も
ち

ろ
ん
、
初
め
て
も
し
く
は
久
し
ぶ

り
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
「
来

28
年
度
総
会 

千
人
規
模
で
開
催

　
熊
本
地
震
へ
義
援
金
28
万
円

　

総
会
に
先
立
ち
同
日
、
今
年
で

６
回
目
と
な
る
支
部
長
連
絡
会
が

支
部
。
会
員
数
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
活
動
上
の
問
題
点
に
は
共
通

す
る
部
分
も
多
く
、
各
支
部
と
会

長
ら
役
員
が
一
同
に
会
す
る
場
が

必
要
と
の
認
識
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
支
部
か
ら
は
、
熊
本
地
震

の
た
め
に
総
会
が
開
け
な
か
っ

た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
会
長
が
総

会
会
場
で
の
義
援
金
募
金
を
提

案
。
会
場
で
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
28
万
５
９
３
２
円
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
長･

役
員
で
協
議
し
、
熊
本
支
部
へ

18
万
５
９
３
２
円
を
、
大
分
支
部

へ
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
送
金
し
ま

し
た
。 

が
、
正
確
な
情
報
把
握
に
苦
労
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
支
部
総
会
は

２
年
お
き
を
計
画
し
て
い
る
。

【
大
分
】
会
員
登
録
は
約
30
人
だ

が
、
支
部
総
会
の
出
席
は
15
人

だ
っ
た
。
転
勤
族
が
多
く
、
会
員

情
報
が
把
握
し
づ
ら
い
。

【
熊
本
】
皆
さ
ん
に
心
配
を
か
け

た
熊
本
地
震
の
影
響
が
大
き
く
、

今
年
の
支
部
総
会
は
見
送
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

【
宮
崎
】
登
録
会
員
は
58
人
だ
が
、

確
実
な
情
報
を
把
握
で
き
な
い
。

支
部
総
会
に
は
約
20
人
が
参
加
予

定
。 

（
事
務
局
）

記念館収蔵品紹介⑦
　

富
田
絋
氏（
高
12
）が
母
校
に
寄

贈
す
る
予
定
で
作
成
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
複
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら

自
ら
寄
贈
す
る
こ
と
を
遠
慮
さ
れ
、

加
藤
久
嘉
前
事
務
局
長（
定
15
）に

譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

複
製
品
と
は
い
え
精
緻
な
銅
板

筆
彩
色
で
描
か
れ
た
こ
れ
ら
の
地

図
は
、
例
え
ば
朝
鮮
半
島
は
島
と

思
わ
れ
て
い
た
り
、
日
本
の
形
も

様
々
で
、
大
航
海
時
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
か
ら
み
た
ア
ジ
ア
が
描

か
れ
て
い
る
。

　

貴
重
な
図
書
な
の
で
記
念
館
に

収
蔵
す
る
こ
と
と
し
た
。
学
校
内

に
展
示
す
る
場
所
等
が
あ
れ
ば
展

示
し
て
欲
し
い
し
、
文
化
祭
な
ど

で
希
望
が
あ
れ
ば
貸
し
出
し
た
い
。

古
地
図
レ
プ
リ
カ
　
10
枚

１ アジア図
オランダ アントワープ アブラハム･オリテリ
ウス作 1570年（元亀元年）頃
34.5×49.0cm 銅板筆彩色 額装
上智大学キリシタンン文庫･長崎県立美術博物館収蔵

２ 東インド図
オランダ アントワープ ゲルハルト･メルカト
ル作 1570年（元亀元年）頃
34.5×49.0cm 銅板筆彩色 額装
上智大学キリシタンン文庫･長崎県立美術博物館収蔵

３ 韃靼図
オランダ アントワープ アブラハム･オリテリ
ウス作 1570年（元亀元年）頃
35.0×42.0cm 銅板筆彩色 額装
神戸市立博物館･長崎二十六聖人記念館収蔵

４ 日本図
オランダ アントワープ ルイス･テイセラ（宣教
師）  1595年（文禄４年）
35.5×48.5cm 銅板筆彩色 額装
九州大学図書館･慶應義塾大学図書館収蔵

５ 世界図（縮刷版）
オランダ アントワープ アブラハム･オリテリ
ウス作 1598年（慶長３年）
14.5×20.2cm 銅板筆彩色 額装
国立国会図書館 東洋文庫収蔵

６ 中国図
オランダ アントワープ ゲルハルト･メルカト
ル作 1606年（慶長11年）頃
45.0×55.0cm銅板筆彩色 額装
京都外国語大学図書館

７ 日本図
オランダ アントワープ マルティーノ･マルティ 
ーニ（宣教師 1643～50年中国滞在）
45.0×55.0cm 銅板筆彩色 額装 1655年（明暦元年）
九州大学図書館･長崎県立美術館収蔵

８ 新精確日本､蝦夷及び附近諸島図
オランダ アムステルダム ヤンソン作  1658年

（万治元年）
45.0×55.0cm 銅板筆彩色 額装
鶴見大学図書館･京都外国語大学収蔵

９ 太平洋図
イタリア ヴェニス ヴィンチェンゾ･コロネリ
作 1692年（元禄５年）
44.3×59.5cm 銅板筆彩色 額装
神戸市立博物館収蔵

10 新帝国日本図
オランダ アムステルダム イザーク･ティリオ
ン（地図作家）作　1735年（享保20年）
24.5×31.7cm 銅板筆彩色 額装
鶴見大学図書館･近畿大学図書館収蔵

１ アジア図　日本は右上に描かれている

８ 新精確日本､蝦夷及び附近諸島図
　（17世紀中葉）

朝鮮半島は島として描かれている

�

新
原 

昇
平
（
高
26
）

　

母
校
の
２
年
生
34
人
と
引
率
の

吉
井
先
生
、
神
保
先
生
が
８
月
３

日
、
平
成
28
年
の
「
東
京
研
修
」

の
一
環
と
し
て
三
井
不
動
産
の
日

本
橋
本
社
を
企
業
訪
問
さ
れ
、
社

内
の
筑
紫
丘
O
B
・
O
G
４
人
を

中
心
に
会
社
や
仕
事
の
説
明
と
日

本
橋
の
街
歩
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
井
不
動
産
に
は
11
人
の
筑
紫

丘
卒
業
生
が
在
籍
し
て
い

ま
す
が
、
最
長
老
の
私
と
、

櫻
井
秀
介
（
高
60
）、
姫
野

三
井
不
動
産
を
企
業
訪
問

東
京
研
修

愛
里
沙
（
高
62
）、
野
口
哲
（
高

63
）
の
若
手
3
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
会
議
室
で
不
動
産
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
仕
事
の
内
容
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
で
説
明
。質
疑
応
答
の
後
、

日
本
橋
の
街
め
ぐ
り
へ
。
日
銀
本

店・
三
井
本
館
な
ど
の
歴
史
的
建

造
物
、
道
路
元
標
や
橋
の
上
の
麒

麟（
キ
リ
ン
）像
、路
地
の
た
た
ず

ま
い
や「
コ
レ
ド
室
町
」「
福
徳
神

社
」な
ど
を
見
て
歩
き
ま
し
た
。

　

１
時
間
余
り
の
滞
在
と
い
う
、

慌
た
だ
し
い
見
学
で
し
た
が
、
街

づ
く
り
や
開
発
の
現
場
を
見
て
も

ら
い
、
私
た
ち
の
仕
事
へ
の
思
い

を
、
多
少
と
も
感
じ
て
も
ら
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
後
輩
た
ち
の
礼
儀
正

し
さ
に
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、

素
直
な
反
応
や
質
問
に
ピ
ュ
ア
な

新
鮮
さ
を
感
じ
、
日
ご
ろ
業
務
に

追
わ
れ
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
も
い
い
経
験
で
し
た

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
後
輩

た
ち
の
研
修
に
協
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

一
ノ
瀬
泰
宏
教
諭
（
高
36
）

　

平
成
28
年
度
第
２
学
年
東
京
研

修
は
、
８
月
２
日
（
火
）
～
４
日

（
木
）
の
２
泊
３
日
で
実
施
さ
れ

た
。参
加
生
徒
数
は
1
5
0
名（
男

子
86
名
、
女
子
64
名
）
で
あ
っ
た
。

　

１
日
目
、
福
岡
空
港
を
８
時
15

分
に
出
発
し
、東
京
大
学
研
修（
９

コ
ー
ス
）、
大
学
生
と
の
交
流
会

が
実
施
さ
れ
た
。２
日
目
、企
業・

つ
く
ば
研
修
（
９
コ
ー
ス
）、
卒

業
生
と
の
交
流
会
が
実
施
さ
れ
た
。

３
日
目
、都
内
大
学
研
修（
６
コ
ー

ス
）
後
、
福
岡
空
港
に
18
時
10
分

に
到
着
、
解
散
と
な
っ
た
。

　

各
研
修
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち

年
も
ま
た
来
よ
う
」
と
思
え
る
よ

う
な
楽
し
い
会
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
と
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
�

開
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
首
都
圏･

関
西･

大
分･

熊
本･

宮
崎･

北
九
州･

筑
豊
の
７

再開発された日本橋周辺を見
学する筑高生たち

　

支
部
長
連
絡
会
で
の
各
支
部
報

告
要
旨
は
次
の
通
り
。

【
首
都
圏
】
会
員
名
簿
を
（
４
千

人
か
ら
２
千
人
く
ら
い
に
）
整

理
。
県
人
会
と
連
動
し
、
会
員
へ

の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う

に
な
っ
た
。「
新
大
学
生
を
歓
迎

す
る
会
」
は
国
会
議
事
堂
視
察
な

ど
も
あ
り
、
好
評
だ
。

【
関
西
】
登
録
会
員
は
７
６
５
人

だ
が
、
若
手
、
学
生
会
員
の
把

握
が
厳
し
い
。
支
部
所
有
の
画
像
、

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化

な
ど
が
今
後
の
課
題
。

【
北
九
州
】
支
部
総
会
に
は
約
25

人
が
参
加
予
定
。
２
ヵ
月
に
１
回

程
度
の
役
員
会
で
情
報
収
集
に
努

め
て
い
る
。

【
筑
豊
】
95
歳
の
前
支
部
長
（
中

６
）
を
は
じ
め
名
簿
上
は
48
人
だ

は
積
極
的
に
取
り
組
み
、
様
々
な

体
験
を
し
視
野
を
広
げ
る
実
り
あ

る
研
修
に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
数

の
本
校
卒
業
生
が
各
研
修
で
生
徒

た
ち
へ
の
多
大
な
る
支
援
を
し
て

い
た
だ
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
は
陸
上
部
の
応
援
に
行
っ
た

と
き
に
撮
影
し
た
も
の
を
九
産
大

で
の
講
習
会
で
モ
ノ
ク
ロ
に
加
工

し
た
も
の
で
す
。
写
真
部
は
普
段

個
人
的
な
活
動
の
多
い
部
活
で
す

が
、
今
年
は
部
員
が
増
え
た
こ
と

も
あ
り
、
積
極
的
に
校
外
活
動
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
（
２
年 

梅
林　

詩
織
）

ザ
・
部
活

　
部
員
作
品
が
入
賞

　

私
た
ち
は
昨
年
10
月
18
日
か
ら

23
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
県
高
校

総
合
文
化
写
真
展
（
高
文
連
）
と

上
野
彦
馬
賞
に
出
品
し
ま
し
た
。

計
60
点
出
品
し
た
も
の
の
、
残
念

な
が
ら
高
文
連
の
方
に
は
入
賞
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
上
野

彦
馬
賞
の
九
産
大
芸
術
学
部
奨
励

賞
に
田
中
千
穂
子
さ
ん
（
２
年
）、

佳
作
に
石
井
杏
奈
さ
ん
（
１
年
）

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
は
入
賞
し
た
田
中
さ

ん
の
作
品
で
す
。タ
イ
ト
ル
は「
一

瞬
に
、
駆
け
る
」
＝
写
真
＝
で
す
。

写
真
部

　
悔
い
残
さ
ず
山
形
へ

　

昨
年
、
私
は
岡
山
で
開
催
さ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し

た
。
高
校
に
入
っ
て
初
め
て
の
全

国
大
会
で
な
か
な
か
結
果
が
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
得
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
感
じ
た
の
は
、
全
国
大
会

の
独
特
の
雰
囲
気
と
レ
ベ
ル
の
高

さ
が
県
大
会
や
九
州
大
会
と
全
く

違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
自
分
の
レ
ー
ス
が
あ
る
程
度

通
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
全

国
大
会
と
な
る
と
、
周
り
に
い
る

選
手
が
全
員
強
く
見
え
た
り
、
自

分
よ
り
速
い
選
手
が
数
多
く
い
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
走

る
陸
上
競
技
場
は
多
く
の
観
客
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
前
の

張
り
つ
め
た
緊
張
感
は
今
ま
で
感

じ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
全
国
大
会
を
通
し
て
、
改
め

て
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
し
た
と

と
も
に
、
も
っ
と
人
一
倍
に
練
習

を
し
て
全
国
で
も
通
用
す
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
全
国
の
舞
台
は
山
形
で

す
。
山
形
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
３

年
生
で
挑
む
高
校
最
後
の
全
国
大

会
と
な
り
ま
す
。
２
年
生
の
時
よ

り
さ
ら
に
成
長
し
た
自
分
が
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
ら
れ

る
よ
う
に
陸
上
が
で
き
る
環
境
に

感
謝
し
、
日
々
の
努
力
を
怠
ら
ず

一
生
懸
命
練
習
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
で
す
。
悔
い
が
残
ら
ず
、

陸
上
部

自
信
を
持
っ
て
全
国
で
戦
え
る
選

手
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

 

（
２
年 

濱
田　

朋
佳
）

　
Ｏ
Ｂ
加
え
１
３
０
人 

　
筑
高
サ
ウ
ン
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

昨
年
８
月
13
日
、
福
岡
市
民
会

館
で
『Present

』
の
テ
ー
マ
で

第
47
回
定
期
演
奏
会
を
行
い
ま
し

た
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
物
心
両

面
に
わ
た
り
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た

こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

第
１
部
の
現
役
総
勢
80
人
で
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、
劇
や

踊
り
を
交
え
た
企
画
ス
テ
ー
ジ

の
第
２
部
に
続
き
、
第
３
部
は
定

演
恒
例
の
Ｏ
Ｂ
合
同
ス
テ
ー
ジ
で

す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
チ

と
と
も
に
先
輩
方
50
人
に
入
場
い

た
だ
き
、
松
井
三
義
副
校
長
（
高

30
）
の
指
揮
の
下
、
１
３
０
人
余

り
の
超
大
編
成
で
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
メ
ド
レ
ー
な
ど
を
披
露
し
ま
し

た
。
今
年
は
読
売
日
本
交
響
楽
団

の
オ
ー
ボ
エ
奏
者
と
し
て
活
躍
中

の
浦
丈
彦
先
輩
（
高
33
）
も
参
加

さ
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
「
情
熱
大

陸
」
で
美
し
い
ソ
ロ
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

定
期
演
奏
会
は
３
年
生
に
と
っ

て
高
校
生
活
最
後
で
、
部
員
全
員

が
一
緒
に
演
奏
す
る
唯
一
の
ス

テ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
の
切
り
替
え
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
本
番
で
は
私

た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
築
い
て
き
た

筑
高
サ
ウ
ン
ド
を
『Present

』

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
８
月
11
日
に
は
、
ア
ク

ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
第
48
回
定
期
演
奏
会
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

（
２
年 

笹
木　

路
予
）

吹
奏
楽
部

　

僕
た
ち
は
第
69
回
大
運
動
会
を

最
高
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
壮
志
大
成
」
で
す
。

壮
志
と
は
意
気
盛
ん
な
強
い
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
自
分
に

打
ち
勝
ち
、
仲
間
と
協
力
し
て
目

標
に
向
け
て
ま
い
進
す
る
、
勇
ま

し
く
力
強
い
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。

大
運
動
会

実
現
で
き
た
「
壮
志
大
成
」

運
営
委
員
長　

松
島 

諒
典

大
成
と
は
立
派
な
も
の
を
作
り
上

げ
る
こ
と
で
す
。
大
成
に
は
こ
の

運
動
会
を
通
し
て
一
人
一
人
が
、

ま
た
筑
紫
丘
の
高
校
と
い
う
団
体

が
、
よ
り
一
層
成
長
し
て
い
く
と

い
う
決
意
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
変
更
点
も
多
く
、
厳
し

い
日
程
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
を
中
心
に
筑
高
生
が
一

つ
に
な
り
、
困

難
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
ズ

は
本
当
に
熱
く

ス
ト
イ
ッ
ク
で
、

何
よ
り
と
て
も

楽
し
そ
う
で
、

サ
ポ
ー
ト
す
る

立
場
で
あ
る
は

ず
の
僕
が
力
を

も
ら
っ
た
こ
と

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

リ
ー
ダ
ー
ズ
と
と
も
に
、
こ
の
大

運
動
会
を
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

を
本
当
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
一
生
の
思
い
出
に

残
る
最
高
の
運
動
会
を
完
成
さ

せ
、
壮
志
大
成
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
運
動

会
は
間
違
い
な
く
、
筑
紫
丘
の
長

い
歴
史
に
恥
じ
な
い
1
ペ
ー
ジ

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

第
70
回
の
記
念
大
会
と
な
る
今
年

に
、
ま
た
そ
の
先
に
バ
ト
ン
が
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

第
69
回
翔
丘
祭
（
５
月
13
、
14

日
）
は
「Fusion

」
と
い
う
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
各
ク
ラ
ス
、
学
校
、

そ
し
て
地
域
全
体
で
筑
紫
丘
高
校

の
独
創
性
や
表
現
力
を
共
有
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
熊
本
で

の
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
準
備
が

な
か
な
か
う
ま
く
進
ま
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
本
番

ま
で
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
僕
は
こ
こ
に
筑
高
生

の
底
力
を
見
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
学
年
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ど
の
作
品
・
発
表
も
筑
高
生
ら
し

く
創
意
工
夫
と
表
現
力
に
富
ん
だ

も
の
で
し
た
。
私
た
ち
は
学
校
全

体
で
筑
紫
丘
高
校
の
素
晴
ら
し
さ

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
一
般
公
開
で
は
多
く

の
方
々
に
ご
来
校
い
た
だ
き
、
校

内
は
た
い
へ
ん
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
多
く
の
展
示
、
ク
ラ
ス
企

画
を
通
し
て
地
域

の
方
々
に
も
筑
紫

丘
高
校
の
素
晴
ら

し
さ
が
伝
わ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

翔
丘
祭
を
通
し

て
私
た
ち
は
、
ど
ん

な
困
難
で
も
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ

れ
ば
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
仲
間
た

ち
と
の
友
情
を
大

翔
丘
祭

素
晴
ら
し
さ
伝
わ
っ
た

３
年　

久
保
尻 

裕
貴

校門をくぐると大壁新聞が…

切
に
し
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
9
月
10
日
、
第
69
回
筑
紫

丘
高
校
大
運
動
会
を
同
期
生
12
人

で
観
戦
し
た
。
わ
れ
わ
れ
５
回
生

会
の
通
称
「
二
八
（
ニ
ッ
パ
チ
）

会｣

は
昭
和
28
年
卒
業
に
由
来
す

る
。
筑
紫
丘
の
校
史
上
で
最
も
悲

痛
な
記
憶
で
あ
る
校
舎
移
転
は
昭

和
27
年
4
月
、
わ
れ
わ
れ
が
３
学

年
に
進
級
し
た
直
後
に
行
わ
れ
た
。

女
子
力
に
感
嘆

　
　
大
運
動
会
を
観
戦
し
て

原　

 

勝
興
（
高
5
）

　

切
な
か
っ
た
木
造
の
新
校
舎
。

固
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
最
初
の
運

動
会
。
現
在
地
か
ら
最
初
に
卒
業

し
て
64
年
、
82
歳
と
な
っ
た
。
校

風
へ
の
愛
着
と
懐
旧
。
躍
進
す
る

後
輩
た
ち
の
今
の
運
動
会
を
み
て

み
た
い
と
い
う
積
年
の
願
望
が
、

遂
に
実
現
し
た
。

　

大
観
客
を
意
識
し
た
四
ブ
ロ
ッ

ク
の
応
援
席
配

置
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
駆
使
す
る
鮮
や

か
な
バ
ッ
ク
ス
ク

リ
ー
ン
。
ま
さ
に
新

世
代
の
感
覚
、
対
応

力
で
あ
る
。
部
厚
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
壮
志

大
成
」。
生
徒
た
ち

自
身
が
編
み
出
し

た
役
割
組
織
が
整

然
と
細
部
に
ま
で

及
び
、
熱
情
が
ほ
と

ば
し
っ
て
い
る
。

　

種
目
内
容
と
し
て
男
子
の
「
タ

ン
ブ
リ
ン
グ
」「
筑
高
体
操
」

「
応
援
合
戦
」
は
さ
す
が
だ
っ
た

が
、
そ
の
他
は
総
じ
て
無
難
優
良
。

も
っ
と
野
性
味
が
あ
っ
て
よ
い
気

も
し
た
。

　

対
し
て
女
子
の｢

ダ
ン
ス｣

。

テ
ー
マ
の
創
造
性
や
表
現
技
能
を

中
学
校
の
指
導
者
が
毎
年
参
考
見

学
す
る
と
い
う
う
わ
さ
も
う
な
ず

け
た
。

　

圧
巻
は｢

フ
ィ
ナ
ー
レ｣
。
男

女
各
６
人
の
応
援
団
（
団
長
は
女

子
）
が
主
導
し
て
全
ブ
ロ
ッ
ク
の

熱
闘
を
た
た
え
、
全
校
の
団
結
を

鼓
舞
す
る
。
来
賓
席
の
眼
前
で
揺

ら
ぐ
深
緑
の
大
応
援
旗
（
高
さ

つくり上げたぞ！６段ピラミッド

今
回
も
「
筑
高
体
操
」
は
さ
す

が
だ
っ
た

６･

５
㍍
）
を
腰
の
皮
ベ
ル
ト
上

で
黙
っ
て
ひ
と
り
支
え
続
け
る
旗

手
＝
写
真
。
そ
れ
は
女
子
だ
っ
た
。

横
倒
し
に
な
り
か
け
る
た
び
に
絞

り
出
さ
れ
る
よ
う
な
声
援
が
漏
れ

る
。
手
に
汗
。
去
り
ゆ
く
勇
姿
に

沸
き
起
こ
る
大
拍
手
。
見
事
の
限

り
で
あ
っ
た
。
松
尾
校
長
の
ご
配

慮
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

　

筑
紫
丘
万
歳
！
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「
幹
事
年
の
同
窓
会
総
会
の
日

に
は
、
必
ず
一
時
帰
国
し
て
！
」

と
同
級
生
に
強
く
念
を
押
さ
れ
、

私
の
海
外
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
か
ら
２
年
９
ヵ
月
前
の
こ
と
で

す
。

　

Ａ
Ｎ
Ｎ
（
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
）

ソ
ウ
ル
支
局
特
派
員
と
し
て
韓

国
に
赴
任
し
、
そ
の
直
後
に
は
セ

ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故
が
起
き
ま
し

た
。
着
替
え
な
ど
一
切
持
た
ず
に

ソ
ウ
ル
か
ら
車
で
６
時
間
か
け
て

「
丘
女
会
」だ
よ
り

韓
国
か
ら

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ

西
村
　
香
織
（
高
39
）

珍
島
へ
向
か
い
…
そ
れ
か
ら
連
日
、

刻
々
と
変
わ
る
状
況
を
中
継
で
伝

え
て
い
き
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問

題
、
日
韓
関
係
や
中
韓
・
米
韓
関

係
、
は
た
ま
た
韓
国
国
内
の
事
件

や
事
故
な
ど
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ

る
ニ
ュ
ー
ス
の
多
さ
に
は
驚
か
さ

れ
ま
す
。
日
韓
は
似
て
い
る
と
こ

ろ
と
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
と
の

差
が
大
き
く
、
伝
え
方
を
誤
る
と

外
交
問
題
に
ま
で
発
展
し
か
ね
ま

せ
ん
。
こ
ち
ら
で
は
昼
夜
関
係
な

く
緊
張
状
態
に
あ
り
、
寝
不
足
で

肌
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
時
も
あ
り

ま
す
が
〝
ア
ラ
フ
ィ
フ
〟
で
取
材

現
場
に
立
て
る
こ
と
に
感
謝
し
つ

つ
、
奮
闘
す
る
日
々
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
６
月
４
日
は
、

何
と
か
一
時
帰
国
で
き
て
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
朝
、
仁
川
空
港
発
の

便
に
飛
び
乗
り
福
岡
へ
。
夕
方
に

　

福
岡
市
南
区
と
中

央
区
の
境
に
鴻
巣
山

が
あ
る
。
標
高
ち
ょ

う
ど
百
㍍
。
休
日
に

は
散
歩
に
出
掛
け
る
。

約
２
年
前
、
麓
の
説

明
板
を
読
み
、か
つ
て
陸
軍
の
射
撃

場
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。戦
後

は
米
軍
の
管
理
地
だ
っ
た
こ
と
も
。

　

そ
れ
を
知
っ
て
歩
い
て
い
た
と

き
「
陸
軍
用
地
」
と
彫
ら
れ
た
小

さ
な
石
柱
を
見
つ
け
た
。
戦
前
・

戦
中
の
旧
陸
軍
が
射
撃
場
を
囲
む

よ
う
に
設
置
し
た
境
界
石
だ
。
そ

れ
か
ら
気
を
付
け
て
歩
く
よ
う
に

な
る
と
、
２
本
目
、
３
本
目
が
…
。

と
う
と
う
11
本
ま
で
確
認
で
き

た
。
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
と
見

え
な
か
っ
た
も
の
が
、
意
識
し
て

い
る
と
次
々
と
見
え
て
く
る
も
の

だ
。
散
策
に
格
好
な
低
山
が
、
か

つ
て
は
射
撃
の
訓
練
場
だ
っ
た
と

は
。
驚
き
と
と
も
に
「
戦
争
」
が

一
気
に
身
近
に
な
っ
た
。

　
「
あ
い
つ
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
」

と
思
っ
た
の
は
石
柱
４
、５
本
目

の
こ
ろ
だ
っ
た
。
郷
土
研
究
部
の

後
輩
、
高
21
の
江
浜
明
徳
君
は
元

高
校
教
諭
で
あ
り
「
九
州
の
戦
争

遺
跡
」（
海
鳥
社
）
を
出
版
し
た

戦
争
遺
跡
研
究
者
で
も
あ
る
。
続

編
を
計
画
中
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

現
地
調
査
に
誘
っ
た
。

　
「
陸
軍
の
石
柱
が
こ
ん
な
に

残
っ
て
い
た
と
は
。
戦
争
の
生
き

証
人
で
す
」。
汗
を
ふ
き
ふ
き
写

真
を
撮
り
な
が
ら
話
す
彼
の
情
熱

は
、
自
ら
案
内
人
を
務
め
、
防
空

壕
の
残
る
博
多
の
額
縁
店
な
ど
を

巡
っ
た
一
昨
年
夏
の
戦
争
遺
跡
ツ

ア
ー
の
時
と
同
じ
だ
っ
た
。

　

郷
土
研
究
部
で
の
出
会
い
の
あ

り
が
た
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
貴

重
な
ひ
と
と
き
で
も
あ
っ
た
。

 

（
高
20　

Ｋ
・Ｋ
）

宴座

　

恒
例
の
筑
中･

筑
高
同
窓
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
昨
年
10
月
19
日
、

筑
紫
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
秋
空

の
下
、
１
１
１
人
（
33
組
）
の
参

加
を
得
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
有
志
か
ら
の
賞
品
提

供
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
校
歌
斉
唱
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
光
安
兼
則
さ
ん
（
高

第
25
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

12
）
が
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

①
梶
原　

浩
一
（
高
25
）

②
光
安　

兼
則
（
高
12
）

③
池
口　

和
親
（
高
11
）

④
林　
　

武
夫
（
元
職
員
）

⑤
安
藤　

昌
弘
（
高
11
） 

⑥
中
村　

恵
昭
（
中
18
）

⑦
宮
本
淳
一
郎
（
高
12
）

に
感
じ
ま
し
た
。「
丘
女
会
」
も

ス
タ
ー
ト
し
て
４
年
と
の
こ
と
。

今
後
の
活
動
の
広
が
り
が
楽
し
み

で
す
ね
。

　

韓
国
で
も
、
ご
く
た
ま
に
で
す

が
同
窓
生
に
出
会
い
ま
す
。「
筑
紫

丘
」と
聞
い
た
瞬
間
、急
に
心
の
距

離
が
縮
ま
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

　

第
４
回
イ
ベ
ン
ト
を
期
に
初
代

会
長
山
本
睦
子
さ
ん
（
高
4
）
か

ら
原
田
ゆ
み
子
さ
ん
（
高
20
）
に
、

新
会
長
に
原
田
ゆ
み
子
さ
ん

会
長
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
も
別
表
の
通
り
、
交
代

し
ま
し
た
。

【丘女会役員】

会  長 原田ゆみ子 （高20）

副会長 堤　かなめ （高31）

　〃　 綾部　純子 （高36）

理  事 内田　洋子 （高24）

　〃　 小川　訓名 （高36）

会  計 諸岡　裕子 （高30）

監  査 砂原　京佐 （高45）

　〃　 岡﨑　深雪 （高48）

顧  問 山本　睦子 （高４）

　だれでも手軽に始め
られる音楽！ 歌うより
も気軽に、楽器代もか
からず、しかも健康的
にできる！ それが口笛
です。今回ご縁があり
「丘女会」のミニコン
サートで、クラシック
からポピュラー、映画
音楽、ジャズ、歌謡曲など幅広く演奏させていだだきました。
実行委員の皆様、ご参加いただいた皆様、本当にありがとう
ございました。
　私は現在、東京在住ですが、名古屋、大阪、福岡で口笛サー
クルでの指導やコンサート、介護施設での慰問演奏や出張ラ
イブなど行っております。地元博多での口笛音楽をもっと広
めたいと、講座等の開催も考えています。
　口笛は腹式呼吸を使うため、ダイエットにも効果的で、女
性にうれしいほうれい線の予防にもなります。実際、私は口
笛を始めて５キロやせ、お腹がすっきりしました。
　ご興味のある方はご連絡ください。（taka-kuchibue@softba 
nk.ne.jp）

　高校時代、大学受験勉強に気
持ちが向かわずに、自分の興味
のある学びを通して必死に「自
分の生きる道」「方向性」を模索
していた苦しい時期…それが長
年、私の中にあった「高校時代
の記憶」でした。
　今、私がキャリアコンサルタ
ントとして大学・高校で「自分
の軸や方向性をみつける」キャ
リア授業を担当しているのも、
実はこの高校時代の記憶がもとになっています。
　ところが今回、母校にて当時のことをお話したことで、そ
の“記憶”がゆっくりと動き出したのです。
　私が将来やりたいことや方向性を見つけられずに苦しんで
いた時期、そんな私を見守ってくれていた母校の懐の深さ、
大きさにようやく気づくことができ、次に進むことができそ
うです。
　熱心に耳を傾けていただいた同窓生の皆さまの温かなお気
持ちに励まされたことを感謝いたします。

口笛を奏でませんか
　　進藤 隆明（高30）

動き出した記憶
　　月野 直美（高37）

卒業生による音楽と講演
　丘女会の第４回イベントが10月１日、母校視聴覚室で開かれ、
130人が集まりました。
　口笛奏者、進藤隆明さんのコンサートに感動し、キャリア
コンサルタント、月野直美さんの講演 ｢一人ひとりの自己実
現の旅｣ で自分の軸について考えました。

丘女会イベント

は
幹
事
年
で
あ
る
39
回
生
お
そ
ろ

い
の
「
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ　
ｙ
ｏ
ｕ
」

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
同
窓
会
総
会

懇
親
会
の
司
会
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
は
〝
筑
紫
丘
高
校
エ
ネ

ル
ギ
ー
〟
が
世
代
を
超
え
て
新
た

な
空
気
を
作
り
出
し
て
い
た
よ
う

⑧
安
武　

宗
昭
（
高
21
）

⑨
蒲
池　

杖
一
（
高
８
）

⑩
末
吉
江
津
子
（
高
35
）

　

稲
員
大
三
郎
副
会
長
（
高

15
）
が
平
成
28
年
春
の
叙
勲
で
、

長
年
の
地
方
自
治

へ
の
功
労
が
認
め

ら
れ
、
旭
日
中
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
福
岡
市
議

会
議
員
と
し
て
9

期
36
年
を
務
め
ら
れ
、
平
成
13
年

か
ら
市
議
会
議
長
2
年
。
同
14
年

秋
の
叙
勲
で
は
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
副
会
長
と
し
て
の
活

躍
は
も
と
よ
り
、
剣
道
部
O
B

会
顧
問
、
柔
道
部
O
B
会
「
筑

柔
会
」
会
長
、
さ
ら
に
各
種
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
役
職
な
ど
幅
広

く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

祝  

叙
勲

稲
員
副
会
長
が
受
章

優勝杯を受ける梶原さん（右）


